










緒言 

昨年度の本会議にて,実験的に馬血清を用いて惹起せしめた家兎のアレルギー性血管炎に

おける冠状動脈病変で,著明な年令差の存在することを報告した①。しかし,いずれの年令

群でも,その最盛期にみられる細胞浸潤は大型の単核球細胞が主体であり,第Ⅲ型アレルギ

ー反応に出現するといわれる好中球主体の浸潤像②はみられなかった。そこで今回は,より

早期の組織像を検索し,年令差の有無を検討した。 


